
本格的な出水時期を迎え､水害に備えた水防訓練が､ 6月23日（日）に川西町の犬川河川公園では
総勢190名、高畠町の糠野目緑地公園では総勢130名の参加者により行われました。
訓練では、改良積土のう工法などの水防工法を実践し、出水時における水防技術の向上を図り、
現場での対応について確認しました。

ホームページアドレス→ http://www.thr.mlit.go.jp/yamagata/syucho/nanyou/

南陽出張所では本格的な出水期を前にして､管理している最上川と支川の堤防が安全な機能を有し
ているかどうかを確認するため､6月17日から7月1日のうちの5日間で防災エキスパート、職員、委
託業者など､のべ33人がおよそ50㎞を歩いて点検しました。

▲ 天端舗装の劣化を確認

◀ 堤防勾配の確認

▲ 貫入棒で堤防の健全性を確認

◀ 月輪工法視察

堤防の宅地側に穴が
あいて水がふき出した
場合に、堤防が壊れて
しまうのを防ぐために
使う工法です。

▲ 南陽出張所長

の来賓挨拶

◀ 結索訓練

▲ 河川管理課長

の来賓挨拶

災害時に必要な
ロープを結ぶ技術
を確認しました。

貫入棒を押し込むことで、堤防の
強さを測定します。

※ 写真は川西町総務課・高畠町総務課より提供

傾斜角度を測定し、堤防の形状を
確認します。

※天端:堤防の一番高いところ


